





























































（NOAEL：no observable adverse effect level） と
する。動物とヒトでの種差の係数を 10、個人
差の係数を 10 とし、かけあわせた 100 を一般
的に安全係数（SF：safety factor）として用いる。
NOAEL を SF で割り、一日摂取許容量（ADI：







の食品から 1 日に摂取する農薬量（1 日摂取量）
を推定し、これが ADI の 80 % 以下であること
を確認して、残留農薬基準と農薬使用基準が適
正に設定されていることを確かめる。
国内に流通する農産物や食品、輸入品の残
留農薬について、地方自治体と検疫所が監視指
導計画に基づいてモニタリング検査を行ってい
る。残留基準を超えた場合、違反品は回収され
て流通禁止となる。また、原因究明や再発防止
を指導するなどの措置が取られる。
3．おわりに
残留農薬の安全性は、科学的な根拠とリス
ク分析の制度で守られている。しかし、もし残
留基準を超えた食品が流通し、それを食べてし
まったら、即、危険なのだろうか。ADI と実際
の残留量との差には余裕がある。危険性は、超
えた量と食べた量で変わる。無害と有害の境界
線は、場合に応じて科学的に判断しなければな
らないのである。
参考資料
熊谷　進・山本茂貴：食の安全とリスクアセス
メント，中央法規，2004.
粟飯原景昭・内山　充：食品の安全性評価，学
会出版センター，1998.
山本茂貴・山崎昇二：食品のリスクアナリシス，
オーム社，2004.
細貝祐太郎・松本昌雄：食品安全性セミナー 3　
残留農薬，中央法規，2004.
米谷民雄：食品中の科学物質と安全性，日本食
品衛生協会，2009.
林　裕造：食品安全リスク分析，日本食品衛生
協会，2008.
第 23 回農薬レギュラトリーサイエンス研究会
シンポジウム，日本農薬学会，2015.
厚生労働省：食品中の残留農薬等，http://www.
mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_
iryou/shokuhin/zanryu/
農林水産省：農薬コーナー，http://www.maff.
go.jp/j/nouyaku/index.html
日本農薬学会：農薬について知ろう，http://
pssj2.jp/rikai/index.html
消費者庁：食品衛生法における農薬の残留基
準について http://www.caa.go.jp/jisin/r_commu/
pdf/140916shiryou3.pdf
図 2.　農薬の摂取量と生体影響の関係
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